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重要なお知らせ _ 

この:！ーサーズガイドに含 jns 填 

099 . 

本? Knl ならびにソフトフェア B よびマニ： 
tf を ft いか G5T のでご了承くたし、 

本 a?«a« よびソフトウIアの <taa 予 a なしに j 


>e することなしに 
，た«県の *; ■につ 


二 s 史さ n る*合〇 ; 必 

ぃ〇2ぃ13 


ついてのお知らせ 





WinBook Slim 

ユーザーズガイド 


はじめに 



このたびは•ソ 
上げいただ s * * ことに®〇がとうございます • 
ソーテック WinBook SMm は • «« B ®800 x 
600ドットワイドに 1 D え. COBOM ドライ 
ブやステレオスビーカ • マイク I 
ィ尸微 tt を•で8驪するなど • 

用するための數多くのンパクト 
イズで買«して 

この;！ー ザーズガイドで 《• 3•してしぬだきた 
いことや慕寡«な便いかた • U よ (/• よ0有 WC 
活用する方法を6つの C クシ3ンに分けて較第し 
ています • 

ソ•’ック WinBook SM 正しく《取1此だ 
くために必》この:!ー ヴー： 

くださし、 


Win _^95 の K »» にデスクトッブ K 6 に 
s 示さ n る r 始めにみくだ a •必ず 

、 Wintoook 



将に， 


場合は「»めにお R みくださし U に■か n てい 
るとお〇にドライバー等のインストーノレを行な 
わなし 


いと Winbook 充分■でき 

ばか〇か，一®®#* tffctt し e くなる塌 



«式会 c ソーテック 





COR 甲 


O •霉开ザ 100.240 V の 10 
BA で®る；:とを IKS し 
て®«してくだ; r い • 
100 ddOVCtt える霣 
«を®綱すると火災 S 
鞴因とな0»す， 


^ _ AC アダブクから网かこ 
^ げるよう 《 Q し伽した CK 
- B * ffo •な〇»いと e 
w «■ちに爾*プラグ« 
^ »いてくださし、 

その隳》ご#用になると 
火災 * •の* a となり 

nx^\ 

kD バフチリ以外は ff 用し《いでく 
「し、》た、 fl ■のバッチ 1 JS 本» 
iwcfl ? 用し¢1、でくだ CU 火!« • 






1 バ， 


籲 ディスプレイ％ M じ 

た 

3. 

，， ，画，^， 

d- tm-\ 
-卜 <♦«-< 

シ 

碑 子を 

\マ-\\\ 

V ^ J^v 


ときは. キーボード 
にボールペンな 






:ちとづ SWH * 押いたします 


鬌合は. 

cctu 

、て J 5 興い求めぃたた X 、た板充店までご瓶 ft ください • 
嫌泠で ff る*会方客2まのご EB によ D 有®で«理いア 

お受け 


を紀入の5え2 


fD にな D 













策1ノ章スタートアップガイド 



















第： 3 章マルチメディアを楽しもう 





システムを拡張する 
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章トラブルが起きたら •• • 










インデックスについて 













スタートアップガイド 



:ーボード上のキーの位 ■と微 U ぶび文字の入の方法 

益誌?;^ r . キドに卵ひ吼、抑キーボード操作になれよう 


|てとい5力や， D ンビ3—夕に》家〇0しく8いという方は. 
と frn29 岑ーボート凄 rr にな n よ 5 J だけ朽»みいただけれ 


ば.ひと ao * いこなせるようにな〇求す • 
マルチメディア費明 4 PCOAOM ドライブ在活 a 
本 » a そよ cmsji に活用しよ:うとする場合は 、 r 
テム¢0；#する j 眘©«みくだ 
使つていると5に■作がおかし 


^ OCQ . 珥ら W ) 卜5 

SX \ トラプルを鱗孑す 


PC カードを®つて » ffi を Eii する«ど. 
-レチメディアを鼉しもう J 「; w 醭シス 

5ブル? yis した * sn r 第5■トラ 
すけとなることでしよぅ》 












が E きたら… J のページや • じ®!こ© R みくだ5い〗をお R みください。 WS に応 

じた:解透が醫0、れています。 


ユーヴーズガイドを我んでもトラプルび«決し e いと e や.わからないことが出てき 
たときは.嬅社のテクニカルサボートセンタに E 印い合わせくだ2い • 

• JBB をかけるときは • • • 



:のシリアル墨**»た:^ 8 IB * 号〖本 » S *» のラべ7レに £ D 期して® 0* す) 
トラブル tffiff たときの W 況と状®.また®.两■ぬのできるだけ W しし > W 8 


•テクニカルサ m _ 卜 FAX シート《使うとき 》• • • 

に n 属しているけクニカルサポート FAX シート E 入用 UU にトラプルの内 B 
ウ«««5紀入し. FAX でし*す • 


P —テックテクニカルサボートセンタ 


045-224- 1125 
FAX 番号 045-224-1 1 
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E-mail support @ sotec.co.jp 

*遍月《日〜 M 日午»10«〜年费12» • 午後〗明〜午後 5 W 


( SBBC よび胃社》定体*日を味き* T , > 


■面の WtS . は«足を is 付するとき aw 下のところへ«臢いいたし jh 

ご拓5の W こは必す霍入约と q じ看 8 ICS *、 パッ丰ン H こ7：ご i § 送くださ U 


T 22081 




一トセンタ 


△注意 



れているアプリケー 


カルサボ 


こは交 J # と U 
VV ； しかね5 



















广ノフトウェアは、 


rosoft \ 

マイクロ 

日的にのアプリケーシ3ン€実行できる r ブリエンテイブマルチタスク理 
突说するとと6に*グ5フィックを#つたインターフエ_ス«51^)を W ち•ク 
ボイントを*つて«*にコンビ;2—夕を》作すること fi 5 でき*す • 

また，ハードウェアの遍 m などにで e * r プラクアンドプレイ j や、 
ケーシ3ン»の鏽携プレイ**费する fOLE 2 J . 15のコンビ; a - 夕とデータ 
を MU した D 驪子メールを 3 M で5¢ r ネットワーク J Wk . ビデオゃサウ 
用生できる r マルチメディア j 職 tt « ど* »々の先慕翁*か播霞さ n てい*す, 


:メディア.ど • B 々の ftWMEW ■載さ n てい*す 


ぉ《みくだ？し、 


米 DD マイク〇ソフト社が两雯した驛用の WWWIWorW Wid0 Wob)7 
5ウヴでインターネットセツトアップウィプード*®用することで • インターネ 
ツト亡の •《 に I8T るもとんど lltW (こ行い*す • Window#95 と131 


M . - 

_ 打く. 

III U35JJJSE 522232 




前と機能を確認する 


«各部の名前とその概度について S 用しなお.別のページで詳しく S ? 明され 


いる®分&«りますので • —ジら倂せてみ 


良… 一 i 
<KSl\ 


バーの M け閉め 


2ム〜••:り;■•心 



カバーを_けると SU . f «© ス 
イツ， « e ヘス5イ F し C * RP 



❻内鼸マイク 





，一 

mi し笨す • <呤44ぺ•ジ） 

トポタン 

•ユー タ在珥 ie 賢ごせ jt . <1 


スランプ IM 10 しているとき CM 蓍〇«=に 
, v , テータび破篇する C それび®ウます， J ; 


した 0 U セツト 


srr 添滞 ^ iflg^s 



J 右側面•後面 















勺 


AC アダプタの接続とバッテリの充電 

本は • 付■の AC アダプタを S つて AC コンセントか5とる方法と、パッテ 
リパックを#う方法の2通りあ0ます. 



バッテリがフルに充電されてし屯し你 » 十分に幵電ごれていなし\«酌で出两されて 
います • 駸初にお *IV こなると保 !■ シートを取 9 外してから.充電を行なって 
ください • 


JAC アダプタの接規と充« 

AC アダプタは、 AC コン G ントからをとると SC けで; #<• パッテリパックを充 
Wtf ると C に6#い*»た • 死»中ゎ冪 ® S を動作させることがで5»すので、 
BB い上げ 》*« に#3と SU . 冡 VAC アタフタ®播《して • 充矚しなが5お W い 
くだ ; ru« 


A 注意 ttWDAcr タフタ cma ， ewe 使用し机、 rose い • 

7 AC アダプタ ® プ 5 プ * • «W«5«)C 入力 3 本クタ K 嫌し込す • プ 9 グ © も 5- 

方？ acd ン tr ント ot« すると _» こ点 11 し . 


2 



わると • I•の o/i になり家す • 


g^j 


使用で5る ACWW 再求ルト？ 


，'/こ狂 n 寒す， 


»1の AC アダプタ灰 1COV1 
018的に切わり？すので • 
UW ♦で*5と M. プラ 
ので C<1 •く CTIA > 


•5240VT1 
鵞外なごで5 
r ク從 tWf 
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充 《LED の_ 

a 色の*; p 」ひフ.-モ m : — t . 乂. 
mm の an — ■ v テ—二;汰膽て t * 

Mr ム ニアブ .’ yr 螬•ハ g 



j バッテリ M が少なくなつたときは ••• 

バッテリ ft ■が少なくなつ r くると、次の晒で ■» を r しま 


:なつてくると、 

|〇%« ► 


ハ 

HI 

e 


ib だけビープ a 
5に a * し蠹す • 

パッチリ《麗5%衆 a ► 1分 《 c にビ•プ B 

fis に wi し*す • 


u S 屈し ED が 2 秒お 

). «ffLED が 1 秒 


I しテリ残腫がなく®つた 


Mtf 鷲せられたら 



A ；± B バツヂ U バックは • パプ，リ鼸作中に 5 Mf ることはでき篆せん • 

ジの wic し it が〇て交纖し r くださ 

A J ±« バッチリの残■か少ない状■でアプリケ-シ a ンの鑤作*供けると • データや 

-ファイルが濁える a ど〇>箏絞び»生する》そ n があります，パプチ 

_くなると.アブ*ジケ_シ3ンの儍用中でも鞴»ぴ«れ家す，ビ_ 
たらすぐ〇夕謦 t ?_ 



1^1バツテリ€藝的 r るには • • 

• 快 t \»0 つた5¢ぐに電 JMCf ^ CT る • 
• パ*7•マネージメント蘗 tt 芝透かす. 
•サスペンド糖角功に或る- 
• 炫るべぐ A-r 



されてい; TT * 

イクレーシ3二 
»» cn てい罗すので • 


フ供凍び内* 
ステム： D ンフ 
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く 8 使いただくために J も必ず CM みください • 




こ》鳙さ n てし^のを 
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イプ，し込*買 T . 

ち 5_ ■電 JP スイッヂ*鐸し込 
ひ etwww^vr 肩了 3 .-F したと ff に 


B に HmCntlwmdowB の 


リびフルに充電 jm し必状攀 
リ 




j コンピュータをリセットする 

新しいドライパを組み込んだ〇、微塞を SX し e とき a どは、そ n らを S 3 S せ 


!させ5必9び¢0*す • 
しドライバを組み込む 


»や3辺榧器を iSffl して八ード 
ウェアウィザ_ド5霣行するとどにすメッ G —ジが R 示され • [OKI 
6しくは【はい】5クリック T ることで再 Efc さ！3ることができます* 

*た*【スタート】メニユーから Windows ^95 を終了 C せると5に「冉 E 勦 J を«ん 
で两 CU させることちで S *?* 

两 g 動？0るには • このよう«方2以外にソフトウ I アリセツトとハードウェア 


Aj ±* C やみ C リ ts ， 卜費かけないでくたさい.一舊のアプリケーシ3ンで B •正し 
い方 aril ア cti なけ ntf ヂータか麟矢し¢ 0 .作篇ファイルが羯つた蒙蒙に 

a る霉きぴ易〇爨霣 • 

『フトウ z7_J セツト 

* しいドライバ2111み込んだ 0. M&DOS モードでの (WW に AUTOEXEC BAT や 
CONFIGSYStHCI •文るなど.お b にソフトウ I ア上でのシステムの竄史を反映 
Ctf ると C などは.次の操作*行®つて 1 JC ツト ?!《»»• 


八ードウ: c アリセツト 

•たに flifl 藏 《!**«?* なと. 》ti にハードウ I ア上でのシス，ムの**!を« 
せる ときなどは.次の * ft そ 行なつて UG ット 20ます • 


LCD* とじずに、問の位■にあ？ k リセットスイッチをポールペンの 
で押す* 



グライドポイントの使いかた 



• • • 


ダブルクリック、ドラッグするには 

クリックとは.ボタンを i 0 i « すことです • バッド上を ira たたく;：とでもクリック 
できます • ダブルクリックとは • ボタンをことです，バッド上を2回たたく 
ことで&ダブルクリックできます • 

ド9ッグはアイコンなどの上にボインタを9»)し，2ボタンを】回押しながら（パッ 
ドを1回たた5> * をパッドから■ご y 翻 かして I 




Windows ®95 をセツ 



5 【 BW と 8MKP プ o/t チイ — 

【タイムゾーン 1 で.高#«を»屙，る_用？!«し FT- 日 慕® 内で!?* し W5 ときは a* す 




















Windows ®95 の使いかた 


L アイコンやボタンをクリック I るだけの作でア： 

3ンを孅ることがで e るシステムです • アプリクーシヨンはワィンドウと p 
の中で11作し、のウィンドウをいて、ウィンドウからウィンドウへの文字や函 
* のコビー tas •こで5求す • 茨た. 2つ以上のアプリケーションを 13) 時に実行でき 


，プ U ケー i 
:呼ば n る夺 


ここでは.アプリプ_シヨンの E •方 as ど Wmdows ^95 の1本的な*作方法につ 
いて R 玥します • B しい使し、方について S . 勺■の Windows *95 のマニュアルや. 








^クリックとダブルクリック 


Windows^SS の C 界では、 E 字を入力する以外のほとんどすべての#作を、ボイン 


夕(マゥスカーソルと€んん>赛す>59つて行»しVアイ： 

夕をのせてクリックすることで fiS を実行できます * 

クリックとは、マウスのボタンを?^すことで. TM には、マウスと同じ役 ft を5 
す r グライドボイント J と S 右200ボタンが》働されています， 


，やメニューの上にポイン 


パッド 

















ウィンドウを動かす 

ワィンドウのタイトルバーにポインタをの G て•左 
ボタンを押した**パッド上で fc かしたい万©に S 
を»かし 







液 a ティスプレイが Bit されています 
卜. 65.536 色で S 示することができます 



出荷状態の投定 

wo よ 


うに e つて1、*す • 



を W! しま T 






カラーパレツト•フォントサイズ•ディスプレイの種翔を変史した場合 

Windows ®95 を再13!する必覆があ 0 ます • 1 はい】をクリックします， 




ブ爾域(解黴度)のみ SB した®合 


5史5礤58するタイア□グボックスが * 示さ fl ます • [0 K 】 をクリックする 
こ I 更ご n * T , 
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サスペンド機能とスピーカ音量を設定する 




本 S 品には， Wip.d0w$«95 のスタートメニューから[サスペンド] S 実行7ること 
で現在の状«をメ C リに保作して霉 3JS0FR こし.電 S50N にしたと5には， OFF 
にする■蘭と罔じ ttfl で■&作こ C ることびで5¢「プスベンわ％載されてい 
* す， 

この截有効にして fi < と、たとえばワープ□で文■を作成している逢中で作業® 
中 8 ft したいと! B つた® S . ワーブ〇老いつたん！*了？せることなく • ■源® OFF にす 
ることかです • 興を ON にするだけで • JSOFR ^ BK の W * から作 *® te 
める;：とがで e # す • ワープ □ IKfciT せてファイル SR み込 Crt » を# くことかで 
S . «常にです • 

サスペンド30る場813.次の争雇で IfcT を**してくだ C し、 


r WmdOM ^9 MCM «& r ] ント O - ルパ窣 IW フ蓴ル， W こ f パフーマネーリメン 



2 

3 


K 1 のア_ 

HOJ 1 


，•マネ■ジメント ( P>:J 


•紀の下に®る r 響霸 j mm r オフ j の中な * 
r 【スタート I xz ユ■の I ，スペンド】 d マン«>駸承 j 


_ in«j し隳す， 

の中で fmci 


の9ジ 


オボタン* 0 NC し》 

4 10 K ] ポタン«クリックし 



i 9 MM 90 K 


0MCU 作し 
ームとしル》釁曹* 


E 崎 I スタートメニか 5 サスペンドさせる 

上行，と.[スタ•卜】ボタン宅 
クリブク，ると S 示 cn るメニ2—に【ブスペンド: fr*«tc 
rn 5 T . こ n を還ぶと、電》スイ y チを Of ^ にしなくて 
^ T ぐこブスペンドレシューム？ t ? ることかで 







g 置の》«!3印+「5ほ■を下げるほたは Pfvf 6( 音■を上げる)でも一時的に険節び 




つては房の方法で段 
アブリケーシヨンの 






△注寒 


«す* wwwtomc してくだ cv 、 また、サスベン nwj » 
:この/〇•マネージメントで雕灌スイッチ < D«i 

：«VV 








フロッピーディスクドライブの使いかた 

本 »fi には. 35ィンチフロッピ_ディスクド5ィブが付*しています • ここでは， 
フ CJ ツビーディスクの取〇圾5ときの3雪と，ドライブにセツトする方法につ tVC 找 




〔ーディスクを使うときの 


3 5インチフ□ツビーディスク〇、 
のです • B 0 圾 tM こ®たつて3次の j 
9た、 フ□ツビーディスク Cff わ9 
必ずドライブから wo 出して • a 切; 


クは、入力した5 
は次のを十分3 
度り《し瑁合 O. 


デー 5U 


T こデータなどを存するのに便う大切なも 
分注通してくださ 

「は.コンピュータの驪 a をオフにする的に 
に保讎してください* 


△注意 


5■夕の/:うな • 


羚に蠹 ITS 光の»たる擊の中や， *4? 
の霸嫌に雷かないで<だ？い • 家た. 

ころでく; TCU 





フ□ッ 










:, 此ご ^ !>&ti l ， i9i 

^ ^9 ^4 A ^ M 



、《< l ， ノ u ツ：—アィ a ノ贫ノ t — ズフ r 

io ^ ce » t . 

穴 W _ いている W 鑄0、フ □;： 
必 zn することはで p #« ん- 


«つてい ft と <ra 机 
rzo . 上霱6した〇 


] 5 ^ 广 ^VT^TPTn^ 



WmtKM 

i ^ 





MEMO 






キーポー ド操作に 
なれよう 

キーボード上のキーの位■と韁耽.および文事の 
入力方 a につ1》て較事!してい*す • キーボード！ • 
«になれてし\«い方お R みください • 


キーボード各部の J 
文字 S 入力する… 
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•55 



ード各部の名前と糖能 




制御キー(薄いアミの部分） 

文宇入カキーと iSAft わ t ? て®ラキー t >. 入力する a ■を決めたり勖かしたりするた 
©のキー • および、コンピュータ(こ？?してコマンド(命令)を送るためのキーなどです • 
これらのネーだけ®使つて a 格文字を入力すること〇でき*せん • 



t ♦ a’ idivvc^c. LCoo»-K^T»*-tco 

0*T. ディスプレイにつ t》tU, 80 ページ SS«t みくださ L 


跡岡 


BUST げる 


■圔 


3靈*5上げる 


•_シヨンキー 

グライドボイントの a ボタンに® a する i » E が》〇«す，*用するアブリ7_シ3ン 
によつて_«が鬵なすので • is « t 、 のアブリケ_シ a ンソフトのマニュアルを麯 



•卜され 5 l ^ C ： X て 

し r J … 









f_X •ブレーク)串一 


とに!•し 


し ^ 9 . ブレーク*，€«ると c « とに!•し 

财 cn ている ■»* 坪び出 t ときに使い》?\ 


❸フアンクシ■ンキー 


こそ n ぞれ供の截《ゃ〕マンド油令か劃〇符けられていま 》■ 


コマンド «fc 令)や校定されたもの*決定するときに使い蒙す • 
Ofimera ンタ_>率一 

«見ある：)7ンド(由今を 1 W した?). 》 f さ收ものを * sc 
fifCP し，す • ，た，文？甏人乃し rt >* ときは.この聿一で cr 行させる 


した。 • BTt 
乃し rt>e ときは•こ d 


ものを iiicct ? るというよう« 
で改行さ H ることがで;？家す* 


fflffi ® ハー I 


3ビーをとつたり 、 W 
I ントスクリーン)キー 


文字を綱*するときに使います • 

❻ Insert 〈インサート〉キーI□プクされます】 

文平入力のモード 5 切 0 »え客す • ’ 2 声すことに，カーソル位朦にある文字の W に#入す 4 
r インサートモード j と. n —ソル位 wd 文字に上霧 c する f タイプオーバーモード j び gk 
誓わ 0 求す • 

©Oelete (デリート > キー 




©カタカナ/ひらが〇キー U 3 ック cn*ri 

f カタ；)ナモ••ド j と r ひら ta り鰌灵•す • 【》夕わナモ•ド j のときばこの 
車一のみ. ro 6 tf « モード j のと gg :_-1 ネーと nw にと切り，す- »た. 
isn キーと8»に鏵»と”ナ葶 ^ on off two * 天ること w です • 

© スぺ_スキー 

文寧«入力してと C にこの寧一 €_T と.スペース ( SB > «入れることびで G 蒙す • 

カーソルを動かした0ページ*めくるのに*い* T 。 

® 力ーソ;は一 

« m . 本一に McnriAi 三角 aw 方こ*乃ーソ i レを移«するとさに«い蒙す • また • 
ネーと0«に*うと、ページ切〇替又キー < P « vJP ， P « Dn >. Home (ホーム)キ' 
End < エンド)キーとして«1し爹す • 

他のキーと組み合わせて UK を興行するときに使います。絕み合わせるキーと 


樋能は使っているアプリケーション 
❿ Fn (エフェヌ)キー 

キーポード上に霄い文字で我 

© Ctrl (コントロール)キー 


で5?す a 

© Alt (オルト)キー 

オルタネートキーとも 
•9：¢の^をごせることびで 


するときに®います • 
により異なります， 

必微逢を侵うときに . im 


_ tir 丁螬_垂矿 t ~ 今 u 1 • • 









_ m 3 BryTy : m 

SJI > ^<it i ケ u ■: • 

l«l 22 

I! 








と入カモード 

&文？の _ w こは r ひ!3がな j タカナ」（■アルファベット 」 r 教字 j 「 e-j 
D 5 T . また*文字1こは全角又字と • その桊分の大62の半角文字の2穩 a 
T ： 文字の MB を S える乃法に B 2 SD ®0 ます。 


:字の種類と入カモード 

入力できる文？の HST こは「ひらがな』「カタ， 
などが$0ままた、文字には全角又字と， 
が®ります：文字の 種 B 5 S える万法に B 2 S 

• 入力 m に 2亨 の 種 »を S めて B く 切 餐キ- 

ボタン7 

• 入力 後 (こ文字の lias 決める 全角 ひ t 


一を - す〇\ツ_ルパーの!人力1 
でモードを遇んでから入力する 


全角ひらがな • カタカナモードで文字を入力 
してか 5© 〜キーで希 a の文宇檐に EW 
する 


MO ら 
，負 739rrr 
学夕な， 

t 鹎籲籯 

掌祕雀 


瀾寧の入力 

日本絕入カシステム ( IME ) が25上がつ rt > るときに • ひらがなで入力してから@ 
キ_をと*字に竄*2れ》す.もう一廑®♦—を！•すと w の*宇び表示さ n . 


一に2て 

:«み合 


亨が期〇当て 5 n て 
KD 文字《入力で5る<¢3に 


口-持; 


ぬ ドで 03 ** i 0 雜な 
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□ 


























マルチメディアを楽しも 



サウンド機能を使う 


XSffl には、サウンドブラスタ PROSShr クンド？ M 6 W 8 ■されており. gs を入出 
力するための条子やステレオスピーカ • M マイク S どが用8されてい*す ♦ ここで 
は、これらの便いかたについて陳します ■ 



本体にはステレ:？スピーカ twauin ています • このスピーカからは次の5檷 a の a 
* からの s _ そ出力 y ることがで c * y , 

スピ_力の B ■は本《のボリュームノブで調 h で¢ 5 す，5た，それぞれの a * は、 
Wlndcws ^950 アクセサリ「ポリ3••ムコント D —ル J S * つてそれぞれ別々に n 


B した0、ミキシンクすること fe でき承 


pc 乃ード 


g ンビ3 ―夕 c «霉で mc nrt プ繼* »_樂 I る■摩 r it • 














lr — iin 

K* *；. — 

m 土: ’ 邐 








MS - DOS アプリケ- 

本サブンド 
5* び* iD * す： 

ゲームソフトなどの9ウン 


ン使用時 

ドブラスタ PRO 



ウンドブラスタ PROJ を W ? してくださし、 


求た • には、 I / O ボートアドレス， IRQ チ r ネル* DV _ A チャネルが次の■に股 

: E されているかど 56« K してくださし V (このを行なえないソフトウェアもあ 


ります） 


レ0ポートアドレス 220 H 



Wlndows -95 では上紀環目の備*〇| 
興 《るす • 
Window 8^95 (DMSOOS プ。ンプト 


翻的に RB 5 ft ため • 

で. MS ^ OOS ® ゲー 


MSDOS 上での設定と 


ム»どサウンドチップに 


ifl »7 ク G スするアプリ! r _ シ3ンを«用する•合3ント□•ルパネルのシステ 
ムの中のデバイスマネ_ジ，で表； SCn るウンド，ビデオ JS よびブームの：3ント 
□一9】》目をダプルクリックし • リソース*®示 CQ , «備を鬌9•してくださし、 
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く «い_ 





CD_RoM 5 ®5 






CD - ROM の出し入れ 




JCOROM で楽しむ 

ssmucnr いる cd * rom には次のよう本 Wft ではこれらすベて 
の CD * ROM « 再生することがで 



ブレ_ヤー j を屬 
ン用のソフトや. 


O-Extra 
B 赛用 CO 
SK 勤して H •を圈5ま 



V 5®95 の [CD 
ですが，バソコ 


や. B «. B 潯フ ァイルなどのデータ & EHC れてい 求す a 
CD-ROM XA 

ノコンのアプリケーションソフトや • 8® ファイルなど大 B ■のデータが記 

:? n ています，出しだけて EB はで 5* t ? ん，現在.»ちよく ® n > n ているの 
WCOBOM です • 



Photo CO 

1«のディスクに100«&のフルカラー醉止 S 章を紀»できる規格です*12»は釋門 
の MH こ®*しなければ e り*〇ん》 * た • Photo CD を見るには、 Photo CD 対 1C 


• Video CO 

VkteoCDS 見る f 
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DVOtt 再生でき袤 tTM 



マルチメディア機能を使 



他の アプリケーシ3ンと 鱗に*すので • 》»« こ入?) の 
〇で文窜を ■< といつたこと &で 8* す • 9 TZ . アルパムタ 
などを B •したり. 好59龜だけを邋んで羯生させる とい: > た 


トマツトのサウ： 

ビデ: T などを再生するプレーヤーです • この估に 

:とによ DMOI ファイルで B 荽を**し: 


I た AVI フ: y —マ 


「るこ< 
>こと t 


デバイス(两辺 W 器やドライパ） 
MPEG 形式のビデオを再 


インストール3れて tvSWadows ^95 には，いくつかのサンフルが用〇ごれており • 
すぐに楽し C ことがで ff ま 




マイク tHJNE IN 爾子から入力 cn た B ■を•集し • »8 することがです • 0 B 
した？ウンドは、 WAV 形 K の 9 ウンドファイルとして®得です • 丹生遭度を* 
足た〇エコーをかけること&で 6. オリジナルのサウンドを_»に作0出せ*す • * 
匕 本 » a にはマイクが内膽 cn てい家すので • ポイスメモとして a 用することも町 
味です • 






J ポリユームコントロール 


マイク PLINE INiH 子から入力されたや、 WAV ファイル • MIDI ファイルなどの 


B*«C 
《で ff * す • 


D から出力される S 甬の音■やバランスを. S » ごとに « B すること 







MEMO 



システムを拡張する 


PC 乃ードの flfU かた や. メモリやパードディスク 
*交!#する 方法. 8よび， 外®圓卬《«の播 K 方 
» C ついて WW してい 


1. PC カード®使う . 

2 メモリ？*»する ••• 

3. 八ードディスクドライブを交換？る • 

4. ドライブを交#する •••••. 


5 外864^—ボードやマウ 

6 モニタを接 R する 
7. lfOA « — 卜を«用する 


スを裉 ft する 
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PC カー F を使 5 


本《には、 PCMCIA VGf2C 以18に； 

するための PC 力•ドス□ツトを g •してい•ここ 


I ード似下、 PC 乃ード)を装 C 
では， PC 力_ドの»鑛方法と 
ゝて校明し 


Iします。 


〕 IA 規格について 

k と〇參 Personal 


PCMCIA とは • Personal Comouter Memory C 
の*で • ノー トタイプのコンビ: a —夕などに 》 鐘 l 


Architecture 

I する 1 C ヵード®. メー乃一び興なつ 
て6只«で tt 用することがで5るように定められた UBB で、一*に rPC カード J 
と呼ばれてい*す • 

ノート型パソコンに同じ磷格のコネクタとス a ット5»けて.格々な »•« のカードを 
ソコンの餐術ぞ6«で!？爹す • 


カードに 》• メモリ.八ードディスク • モデム • SC& インターフ z イス、 LANW ど 
9々な•■謂が®乃ードの tr イズによつては2校 tew に使うことも可*です • 




j カードの抜き差し 

PC カードは、コンピュータの中で & JS 3 B しすることがで e * す • 

PC カードが K ■されると • どん《»»のカードで®るのかを自勤的に誌》し，すぐ 
に®； I るように eo ます* 

PC カードを利用するアプリブーシ3 ン行了る的に PC 力ードを S 着しておいてく 
ださし、 


カードを装着する 


7カードス〇 



2 O *0# T . ど55かの Surivft ス□ッ 
3ネクタび n いて v 、 る u ラそ籌にし r •ゆつ 












4 


」モデムを使う 


I ー ドを使用し， 


テつなぐと，抑 ndows®95 の *8 ツールを使って 
丨ます • 8：た • FAX 後期を «* しているモデムカー 
f. FAX の sSSS & 可*になす • 

ることびで5、较鳙さ n た晒番でそのモデムカー 


!デムカー 
ごの Bffi 钃; 


fr **0* y . 


八イパーターミナルを使うときの注雇 

八イパータ ー st ルつて ass 行う « tr こ 《• 次の《に3摩してくださし、 


ハイパータールの com ボートは目*的に s 右 
-ノ UW こ B » sn 承す • 8 SSSB したい钃 


ンスト 


ーノ un に投龙 
で SKT して 


LAN カードを使う 

LAN カード《«■し • ネ 
ンストールすると • 本 IK 


カード¢1•■し • ネットワーク ■« で*うこと eci * にするソフトウ z ア®イ 
卜ールすると.辜 BS 5 LAN につ C ぐこと If で 5* す • 

乃ードは • 鼸大2«*で8*することができます.分* 2H た IS* でその LAM 力 


ードの HBT •が決*す， 


ードによ，ては.»0にメモ UBITlOt 方式げ決められてい 
- Kg »» ドライバをインストールしを行う作■が必讎に 


いになる LAN カードによ， rw . SBI 
• この_合.乃ード!«两ドライパ*イ 
なす • 

4力ードに付■されているマニ:2アルを i 
R なつてください • 


ネットワ_ク瀰潢でお* t め場合，システムコンフィグレーシ 3 ンの rpowefj の 
項目は f ベて rAJwaysonl に»定して«くことを_めします • 




Kr« 泡 0/ 





モ U を増設する 

免には. 16 MB<D システムメモリぴ装鬈されています t w 用 HH 5 RAM モジユー 
»設することによ 9. 大 48 WB までメモリを V うことがで芦*す《 




UUESttf 角してくださし、 

■8、寡 « S の鼸作の « B » でき SU ん。 


J 拡强 RAM モ 

48 MB までメモ L 










八ードディスクドライブを交換する 

本 SS (こは • ソフトウェアインストール»みの内»\—| 
n ていますび.この八ードティスクドライブを取り外してソ- 
ドディスクに交渙することです， 

ff 用したいアプリ7—シ3ンやデータえて現5の S ■で SSO なくなった0、ア 
プリケーシ3ン期に八ードディスクを用霸して • そのアプリケーシ3ンを使うときだ 
け B 0 M えるとし、つた使 CN かたができ*す • 


△注意'ニー 

く cito ないでくだ¢11* 


に摄どし' 

M 蟹霞！す160 


(，レビやスビ_力)の近 


八ードディスクを取り外すには 





八- 


ィスクを取り付けるには 

5»の«に®.必す本 WW ) 簏 JI 】 

してくだ CU* n ワスベンドの CU •で BOW け 
場6、シス ヂム 3ンフイクレーシ■ンメニ3 — 
ON/OFf (サスベン MMMW ) にしてくだ 

し翼， • 


，リ％00外 
ることはで《蒙せん • この 









4^, ドライプを交換する 

不 S 品には • フロツビーディスクドライブび 付屬 してい S す e ここでは、 CD.ROM ド 
ライブと交* する 方2 を _してい 家す • 

A 注 3S swollen してくだ srrt. サスベンドの状 

■では羡邏で5»せん-この場合.システムコンフィグレーシ3ンメニューで霉 
濛スイプ赘の職 R 謦 OM/OFP (サスペンド養踱藿讎 a>ctt 定してください • 

<_ p.m biososs) 


J フロッピーディスクドライブと交換する 




卜，イプの場合と 



外部キーポードやマウスを接続する 

本 » ffl には.外®キーボードやテンキーノ t ッドまたはマウスを* RT るためのコネク 
夕が«偏されています • このコネクタには • PS/2 用のキーポード 35 よびマウスを* 
M することがで5ます 3 


播観の"には*必《»3® •摹鼇 OFfC してくだ CU* 薰た.サスペンドの状 
_で•扇でき*なん • COM ■合.システムコンフイクレーシ■ンメニ3—で 電激 
スイッチの餐鏡 €ON/OFFfTT スベン•にしてください • <—則相 




本体* WB の5_に》る外ポード;3ネクタに.キ_ボ_ド • テン本ーパッド， 
マウスのケープル «*« し*す • 

されたキーボ•ド • テン車ーパブドとマウス 》• コンビ n —夕の «»«0 N にし 
たときに B ■的に B * urn »： す • 








外部モニタを接続する 


本®品には*外®モニタを SSTS た©の：)ネクタ〇^装備されてい家す • このコネク 
夕に、 VGA ?? 巧のディスプレイやマルチ思 SS 5 ディスプレイを SR すると、最大 




で S 示で5るよ 


うになります。 


シス，ム D ンフ 


ださい*家た、サスペンドの状 
ィグレーシ3ンメニューで爾;5 





コンビ: I- 夕の爾《に®る外慕 CAT 13ネクタに•外®モニタの7•フルを*«し*す • 
システム：)ンフィグレーシ a ンメニ:！一の Boot DiaDlay^MS が rCRTJ 度たは 
rsimultanoousj の*:]ンビユ•夕の■•を入 n ることによ0, Q 動的に格 
«cn たディスフレイに»示することかで LCD 校定に5つてい*塌6はシス 
テムコンフィグレーシ B ンメニユーで rCPTJ * たは fSimuiteneousJ の MJE にし 
てくだ2い • 

システムコンフイグレーシ3ンメニューの B しい#作方法については. W 冊の BIOS 
の投定をお*みください • 


，; 主孕外屬 モニタ 《#罐 した 屬良 Winbows *9 M ) コント D - ルバネル [ mffll の中で 
r ディスプレイの_■』 蟹沒定する必響び》〇衮霣方法は 次べ_ジ« お r 
みく ectv 







ディスブレイの種類を役定する I 

7 タート】ポタン«クリックし • メニュー1 






をす* 5 
卜 

-ブル1 

atfTH 
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トラブルが起きたら ••• 


卜，プル ？^ iu の《1と《«乃*につい rn _ してい» 

?• ぅ霍<釁作し; aA ^ e « どに《鼸みくだ cl 、 


Iトラブルの原因と対®方 a.B4 



トラプルの原因と対処方法 


本のご使用中らひのトラフルが£じた*合.まず、どのような状®であるの 
!し，刃〇万 SIC したがって{〇■を行なってください • 

て&解 S できないと5や、ここで is ^ さ n ている i 
t、r ソーテックテクニカル”ガートセンタ」 * でご i 


かを® g し，: 
もし、対®^ 



^ S}±Wi ♦卿累ード • およびマウスか5の入力譽一〇受けつけ tt い状〇 (ハンクアップ tt 
» と UU 蒙 ▼> C « ったと C に@+；^}4^^キ_ •でソ フトウ I アリ セツ 
卜 t 行っ t み r くだ cu , もし* Mtn ， 上げ■しても «_ re ないときは， 

























.. •ぐ | 焚3 

fc^i^^__^ACAL^^UBBBW つ' t^rmm 茂 

■^^^2feJLL’ii(A^lUUBB l^Sr)Ji J - i^u • ン ^^ i_ 

•• r 1 t "i * ik SS 


g22EZZ3HBHBfe_^^^ 舞 ^ m 

へ说 M 上く ぃ ^iiU 1 !^b^;.* i 7*T: 人 ， ：• 圍 
































Appendix 


辜ユープーズガイドの本のについ 
してい》す*必■に C じてお»みください • 



フロッピーディスクドライプからのブート 



をセットしてし X て八ードディスクからブートするようになつています a フロッピ 
ーディスクドライブからブートで2るように IKE を S 雯したし vftS には、システムコ 
ンフイグレーシヨンメニューを哼び出し（革体を12翻し，メモリ•テストが絵わった 
ときに、と呼び出されます)、 rvteinj の！#目の 「Boot Sequence 』 の設 
定を 「A : then C : J に投定してくだ 2 し、 


り 


Windows ®95 でのパワーマネージメント 
機能の使用 


ごードをコント □_ ル 
のパッテ Uff 

fPower SavingsJ 


J レして 1871 を K 
用びで 5 るよ 


卜トサ 


Windows ®95 では*自史的に CPU のク a ックスビードをコン I 
W する APM という費*か鋤いてこれによ OJ 
3になつています • 

25に、バツテリ SHMIB を B くしたし《■合には* 

スペンド J の看*を**]用する必■がす M 8 W 5 BIOS の股定>， 

しかし、 WkKk ^ vs ^ B ^ COflOM ^ T - トスタートの微雇か fl 効に6つていると • 上 
E のスタンバイ** «»*!« でき* tr/u CO ^ ROM オートスタートの贱«を M 止するに 
は次の手_で投定 SSB してくだ2认 

7 u 夕-卜】ボタン着クリジクし . nw - I コント d - ル iw ル1 Havu . 

2 コントルバネルの中の【シス’ム I アイ3ン鼉ダプルクリックし、 



8 mk» し r 


>入の «SW)S に®るチIックボックス％クリックしてチIックマ 
，クし 

cnw> で， 

秀 SHM) で.Iは VKY)】 


^□ v5 fT lHl 人 xviK VJI 入： ^ 584—T \windows ぷ 5d8 KOI4 分 —， vy V 了 »荔 0?6 {迪 
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赤外線通信について 


WinBoo : SUm は赤外»永 3 の手段として • ；欠の2つの手段5用蹶しています•これ 



TranXit 2 


jWindows95® のケー: 


，レ接躞 

I ータを卜 


播庚先〇ノートブックコンピュータをドライブとし r»oa てて、任*のアプリケ 
—シ3ンよりアクセスすることがで6る* 

«* 相手のノートプックコンピュータの Windows ❶95のパージ a ンが 
f 4 00 960 aj 家た Bf 4 00950 0 J で®る必轚抑る11118方;»3次ぺージ® «)• 


^jTranXit2 



»«先のノートプックコンピュータにインストール； rn ている os (オペレーティン 
グシステム) fWimtows 3.1 で®つても Tranxit ぴインストール; rn ていれば麻外 
•«« かできる* 

TranXit 2はたは、 TranXJt ) は HaWS されているほとんどのノ•トブックコ 
ンピュータにプリインストール cnrt 、 る • 


△注意 


iMWI ， のノ_トプツ 
ク3ンビ2一夕の Wln < km ^ l 05 のバ■ジ3ンが r 4.00.950 Bj 9たは 
r 400 960 bj で®る必鬢び® Drr . バージ3ンのコント□ー ルパ 
ネルより • r シスデム j t ダブルクリックし r . jmm %霪«すると狭示され蒙 
3 950 J r » つた場きには • マイク〇ソフト社から 
Swx » P ® ck 1 J •入手して • のアップ，一卜 

W5«IW5D*T. 










乃 _ k の acs し 
乃_ドサイズ… 







w 字 • 

スク □一 

ル〇 

. 54 - ! 

ック事 一 . 

57 

>4 

スタート 

一し 

ポタ 
V — 

ン . 36 : 

^ _纛鼇龜鼇氤蠡龜龜鼇蠹龜龜龜鼇鼇鼇龜鼈氣龜氤鼇数氰■氤龜* 
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製品の仕様 
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